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2014 年現在, 89 種が「国内希少野生動植物種」に指定されている。この中

には 37 種の鳥類が含まれている。国内希少野生動植物種の増殖と生息域の保全

をはかるため 49 種については「保護増殖事業計画」が策定されている。鳥類は

15 種について保護増殖事業計画が策定され，動物園や地方自治体によってその

計画が実施されている。遺伝的多様性の維持は安定的な個体の増殖に必要であ

る。遺伝的多様性を維持することによって近交弱勢による増殖能力の低下を未

然に防ぐことが可能となる。さらに遺伝的多様性を維持することで，種全体の

病原体に対する抵抗性や生息域の環境変化に柔軟に対応能力を維持することが

できる。本稿では国内希少野生動植物種に指定されている鳥類，特に保護増殖

事業計画が策定されている 15 種についての入手可能な遺伝学的情報を取りま

とめた。NCBI のデータベース “Nucleotide” には 315 件の 15 種由来の遺伝学的

情報が登録されていた。この中で 238 件（75.6%）がミトコンドリア DNA 由来

の配列であった。“Genome”データベースには 3 種が登録されていた。マイクロ

サテライト座位は，遺伝的多様性を評価することができるため，絶滅危惧種の

保全には利用価値が高い。しかしながら，国内希少野生動植物種に指定されて

いる鳥類種のマイクロサテライト座位に関する情報は限られている。このよう

な状況は特に飼育下繁殖を実施する際に問題になる可能性がある。そのため，

今後は国内希少野生動植物種に指定されている鳥類種のマイクロサテライトマ

ーカーの開発が急務である。 
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脳腸ペプチドは哺乳動物の食欲調節機構において重要な役割を果たす。グル

カゴン様ペプチド（GLP）-1、GLP-2、及びオキシントモジュリン（OXM）等

のペプチドは、哺乳動物及び鳥の脳及び腸管において、同一の前駆体プログル

カゴンから産生される。我々は、既に、これら 3 種のペプチドの脳室内投与が

ニワトリヒナの摂食を抑制することを報告している。しかしながら、ニワトリ

におけるGLP-2の末梢での役割については未だ調べられていない。本研究では、

我々はGLP-2がブロイラーヒナの中枢神経系だけではなく末梢循環系において

も摂食抑制ペプチドとして働くことを示す。GLP-2 の脳室内投与はブロイラー

ヒナの摂食を有意に抑制した。24 時間の絶食は、ブロイラーヒナの延髄におけ

るプログルカゴンの mRNA 量を有意に減少させた。これらの結果は、GLP-1 及

び GLP-2 が、ブロイラーヒナの中枢神経系において摂食抑制ペプチドとして働

くことを示唆する。加えて、GLP-2 の静脈内投与はブロイラーヒナの摂食を有

意に抑制した。既に、食餌栄養素がニワトリ小腸 L 細胞からの GLP-2 の分泌を

刺激することが示唆されている。これらの結果から、ブロイラーヒナにおいて、

GLP-2 が中枢と末梢の両方の摂食抑制シグナルとして働くことが示唆された。 
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孵卵中の酸素濃度がニワトリ胚の脂肪酸代謝およびヘム生合成に及ぼす影響

について検討するため 2 つの試験を行った。ヘム生合成と脂肪酸代謝において、

それぞれ制限酵素であるδ-アミノレブリン酸脱水素酵素（ALAD）および 3-ヒ
ドロキシアシル Co.A デヒドロゲナーゼ（3HADH）の肝臓での活性を測定した。

孵卵 17 から 20 日目の間の ALAD 活性に差は認められなかった。このことから

胚発生後期にヘム合成が相対的に一定と仮説を立て孵卵前期を低酸素条件とし

た種卵から孵化したヒナにおいて 3-HADH 活性が対照区より高かった一方で、

ALAD 活性は低下した。 
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ブロイラーを用いて、様々な骨格筋の絶食に対するアトロジン-1/MAFbx 発現の

変化について調べた。飽食時の骨格筋のアトロジン-1/MAFbx 発現は、浅胸筋が

最も低く、大腿二頭筋、腓腹筋、ヒラメ筋の順で高くなった。浅胸筋、大腿二

頭筋、腓腹筋ならびにヒラメ筋のアトロジン-/MAFbx 1 発現は絶食により、飽

食時のそれぞれ 5, 11, 9 ならびに 7 倍高くなった。これらの結果から、ブロイ

ラーにおいて、アトロジン-1/MAFbx 発現は、絶食に対する反応が骨格筋ごとに

異なることが明らかになった。 
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 グルカゴン様ペプチド-1（GLP-1）は、食物摂取を刺激として小腸の L 細胞

から分泌される。ニワトリ小腸の L 細胞に対する飼料へのメチオニン（Met）
およびリジン（Lys）の添加の影響について，免疫組織化学法および形態計測法

を用いて調べた。抗 GLP-1 血清に陽性反応を示す多くの細胞が，対照群，粗タ

ンパク質（CP） 0％群，CP 0% + Met 群および CP 0% + Lys 群の各群において

観察された。GLP-1 免疫反応陽性細胞は，光学顕微鏡および電子顕微鏡観察に

おいて開放型の内分泌細胞として見られた。GLP-1 免疫反応陽性細胞の形状と

分泌様式に対照群と実験群間に違いは認められなかった。CP 0% + Met 群およ

び CP 0% + Lys 群の GLP-1 免疫反応陽性細胞の分布密度は，CP 0%群よりも有

意に小さかったが，対照群との間に有意差は認められなかった。対照群の分泌

顆粒は，円形から卵円形を呈していた。細長い分泌顆粒が実験群で観察された

が，対照群では見られなかった。CP 0% + Met 群および CP 0% + Lys 群における

細長い分泌顆粒をもつ細胞の出現割合は，CP 0%群におけるよりも小さかった。

対照群における円形分泌顆粒の大きさは，どの実験群よりも大きかった。しか

し，CP 0% + Met 群および CP 0% + Lys 群における円形分泌顆粒の大きさは，

CP 0%群よりも大きかった。これらの形態学的結果は，アミノ酸がニワトリ小

腸における GLP-1 の分泌に影響する因子のひとつであることを示す。 
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 本研究では、piggyBac トランスポゾンを用いて、ニワトリ始原生殖細胞にイ

ンビトロあるいはインビボでの GFP 遺伝子の導入を試みた。465 日間培養した

始原生殖細胞にインビトロでトランスフェクションし、さらに 42 日間培養した

結果、25％の細胞において GFP 遺伝子の発現が認められた。GFP 遺伝子を発現

する培養始原生殖細胞をレシピエント胚へ移植した結果、孵卵 18.5 日胚の生殖

巣の一部ではあるものの GFP 遺伝子の明瞭な発現が観察された。一方、血流中

を循環する始原生殖細胞をインビボでトランスフェクションした結果、孵卵

18.5日目のレシピエント胚生殖巣においてGFP遺伝子の強い発現が観察された。

以上の結果より、本研究で用いた手法はニワトリへの遺伝子導入に有用になる

ものと思われる。 
 
キーワード：ニワトリ胚、GFP 遺伝子、始原生殖細胞、トランスフェクション、

トランスポゾン 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


